
　
熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
策
と

し
て
、
今
年
12
月
下
旬
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
（
基

地
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病
院
）
の
運
航
開
始
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
救
急
搬
送
を
担
っ
て

い
る
県
防
災
消
防
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」
と
連
携
し
、

２
機
で
救
急
医
療
活
動
を
行
う
体
制
を
つ
く
り

ま
す
。

●
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た
消
防
機
関
が
、
患
者
の
け

が
や
病
気
の
状
況
な
ど
か
ら
、
ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し
た
医
師
な
ど
が
行
う
治
療
に
要

す
る
費
用
は
支
払
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す
の
で
、
近
寄
ら
ず
、

消
防
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室

　
☎
０
９
６-

３
８
４-

２
１
１
1

　（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）
熊
本
県
医
療
政
策
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
４
６

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

運
航
を
開
始
し
ま
す

　
10
月
１
日
付
け
で
、
藤
岡
ミ
キ
さ
ん
（
大
字

高
森
）
と
佐
藤
徹
さ
ん
（
大
字
草
部
）
が
、
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ

れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
を
侵
さ

れ
た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ

て
救
済
す
る
こ
と
と
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

藤岡　ミキさん
（大字高森）

佐藤　徹さん
（大字草部）

の
考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
嘱
期
間
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
９
月
30
日
で
す
。
そ
の
他
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

○
荒
牧
邦
彦
さ
ん
（
大
字
上
色
見
）、
白
石
吉
勝

さ
ん
（
大
字
河
原
）

　
こ
の
た
び
、中
山
大
輔
さ
ん
（
上
色
見
・
大
村
）

が
、
阿
蘇
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
南
部
分
署

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
さ
ん
は
「
地
域
の

方
々
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

南
部
分
署
よ
り

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中山　大輔さん
（上色見・大村）

固定資産税第４期の納期限は11月30日（水）です。／高森町役場税務課
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高森町老人クラブ交通指導員
へ委嘱状を交付

　10月４日、町内老人クラブへ交通指導員
の委嘱状が交付されました。委嘱されたのは
次の方々です。田所醇さん（万年青年）、野崎
保男さん（楽友会）、谷川今朝次さん（清栄会）、
中川堅さん（城山会）、本田陸奥雄さん（昭和
会）、大和靖夫さん（若葉会）、高倉静也さん（根
子岳会）、後藤今朝治さん（ひめゆり会）、村
上元次さん（ひまわり会）、本田英明さん（草
北会）、二子石清廣さん（草部福寿会）、鶴林
豊成さん（はまとこ会）、熊川孝子さん（河原
福寿会）、田上寅光さん（ふもと会）

法
・
生
活
設
計
・
年
金
等
の
テ
ー
マ
、
開
催
場

所
、
時
間
に
つ
い
て
、
御
要
望
を
御
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の

謝
礼
、
交
通
費
は
不
要
で
す
。

○
テ
ー
マ
例
　「
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
」、「
多

重
債
務
に
な
ら
な
い
た
め
に
」、「
高
齢
者
を

め
ぐ
る
悪
質
商
法
」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
金
融
広
報
委
員
会
（
消
費
生
活
課
内
）

　
☎
０
９
６-

３
８
３-

２
３
２
３

　
県
内
児
童
生
徒
の
科
学
研
究
優
秀
作
品
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
平
成
23
年
11
月
11
日
（
金
）
〜
16

日
（
水
）
※
14
日
（
月
）
は
お
休
み
で
す
。

○
開
催
場
所
　
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
　
特
別

展
示
室
（
入
場
無
料
）

　U
R
L

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
ig
o
.e
d
.jp
/
e
d
u
-c
/

ka
g
a
kute
n/inde

x
.htm

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
　
理
科
研
修
室

　
℡
０
９
６
８-

４
４-

６
６
１
１

第
71
回
科
学
展
の
お
知
ら
せ

　

〜
発
見
！
ひ
ろ
が
る
未
来
〜

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
講
師
）
を
派
遣
し
ま
す

　
地
域
や
学
校
で
開
催
さ
れ
る
学
習
会
・
講
演

会
へ
消
費
者
教
育
を
行
う
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
講
師
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
悪
質
商

高森町教育委員に
二子石　敬喜さん

　９月定例議会において、二子石鉄幸前教
育委員長の任期満了にともない、高森町教
育委員に二子石敬喜さん（中・峰の宿）が
選任されました。なお、委員の任期は４年
です。そのほかの高森町教育委員は次の方々
です。
・平田ルリ子教育委員長、宇藤信喜教育委員
長職務代理者、草村伸夫教育委員、佐藤増
夫教育長。
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阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
　
↑
↓
　
肥
後
大
津
駅

　
豊
肥
本
線
肥
後
大
津
駅
（
南
口
）
と
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
を
結
ぶ
新
た
な
交
通
手
段
（
空
港

ラ
イ
ナ
ー
）
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。
時
刻
表
等
詳

し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

○
運
行
期
間
　
平
成
24
年
３
月
25
日
（
日
）
ま
で

○
運
賃
　
無
料

○
便
数
　
１
日
47
便

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

　http://oa
so-ozu

.c
o
m
/a
irline/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
１
６
７

空
港
ラ
イ
ナ
ー
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
等
の

専
用
車
）
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
事
業
主
の
皆
様
、「
労
働
保
険
」
の
加
入
手
続

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険

制
度
で
す
。

　
こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規
模

に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い

て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
、
理
・

美
容
業
等
を
中
心
に
、
加
入
手
続
が
さ
れ
て
い

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

な
い
事
業
場
が
、
か
な
り
の
数
残
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省
で
は
、
年
間

を
通
じ
た
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、11
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
定
め
て
、
労

働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上
に
お
い

て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
あ
る

い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要
な
労

災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の

失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児
及
び
介

護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か

に
保
険
の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続
き
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）ま
た
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
６-

２
２
１
１-

１
７
０
２

国民健康保健税第7期の納期限は11月30日（水）です。／高森町役場住民福祉課
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健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
11
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
　
　
早
く
接
種
し
よ
う

火
曜
日
　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

水
曜
日
　
目
が
真
っ
赤
に
な
る
（
球
結
膜
下
出
血
）

木
曜
日
　
フ
ッ
素
入
り
歯
み
が
き
の
上
手
な
使
い
方

金
曜
日
　
生
理
痛
に
つ
い
て

土
・
日
曜
日
　
家
族
が
癌
と
言
わ
れ
た
ら

☎
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ

ツ

ー

ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

　
12
月
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
新
し
い
電
話

帳
を
お
届
け
し
た
際
、
不
要
と
な
っ
た
古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
お
渡
し

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
大
変
お
手
数
で
す
が
、

お
客
様
に
て
資
源
回
収
等
へ
出
す
な
ど
処
分
し

て

頂

く

か
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ【
無
料
】

０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
無
料
で
後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
11
月
13
日
（
日
）　
労
働
時
間
（
長
時
間
労
働

な
ど
）、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等
に
つ
い
て

○
12
月
11
日
（
日
）　
解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

退
職
金
に
つ
い
て

○
相
談
時
間
帯
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
５
２-

３
６
１
３

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

　高森町観光協会主催による「高森田楽まつ
り」が開催されます。
　会場では高森田楽、やまめ、地鶏などの郷
土料理と、たかもりの秋の味覚が出店されま
す。また、ステージではさまざまな催しが行
われますので、町民の皆さんのご来場をお待
ちしております。
○日時　11月13日（日）12：00～16：00
○場所　高森町観光交流センター
■お問い合わせ先
　高森町観光協会　℡62-2233

○日時　11月19日（土）～12月31日（土）
　　　　午前9時～午後5時
※12月24日（土）・25日（日）は
　午後8時まで開放します。
○場所　高森湧水トンネル公園
■お問い合わせ先
　産業観光課商工観光係（内線153・154）

高森田楽まつり

第 9回高森湧水トンネル

クリスマス
ファンタジー
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高
森
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
下

さ
い
。

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
炭
で

す
。

○
ご
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

○
利
率
　
年
２
・
８
５
％
（
母
子
家
庭
の
方
は
年

２
・
４
５
％
）（
固
定
金
利
平
成
23
年
10
月
13

日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭

ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

○
お
使
い
み
ち
　
入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な

ど
○
ご
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可
能
）

※
詳
し
く
は
左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫　

国
民
生
活
事
業
）

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会

受
講
者
募
集

○
講
習
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
か
ら
。

エ
ク
セ
ル
３
級
の
検
定
試
験
実
施

○
受
講
資
格
　
受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就

き
た
い
人
等

○
定
員
　
20
人
（
選
考
に
て
決
定
）

○
受
付
日
時
・
場
所
　
12
月
７
日
（
水
）、
８
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時
、
く
ま
も
と
県
民
交

流
館
パ
レ
ア
会
議
室
３

○
講
習
期
間
　
平
成
24
年
１
月
13
日
〜
２
月
10

日
、
月
〜
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
費
用
　
受
講
料
無
料
。
教
材
費
、
検
定
料
は

自
己
負
担

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
５
５-

４
３
０
９

　
11
月
は
「
い
き
い
き
農
地
適
正
利
用
強
化
月

間
」
で
す
。

　「
農
地
」
は
食
料
生
産
の
基
礎
と
し
て
適
正
に

利
用
し
、
無
断
で
農
地
以
外
の
も
の
に
せ
ず
、

荒
ら
さ
ず
、
耕
作
放
棄
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
自

ら
耕
作
が
で
き
な
い
場
合
は
、
耕
作
を
希
望
さ

れ
る
方
に
貸
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
地
に
関
す
る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

農
地
が
所
在
す
る
農
業
委
員
会
へ

■
高
森
町
農
業
委
員
会
（
内
線
１
５
２
）

■
月
間
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
庁
農
地
・
農
業
振
興
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
７
６

く
ま
も
と
の
宝
「
農
地
」
を
守
り
活
用
し
よ
う

「
い
き
い
き
農
地
適
正
利
用
強
化
月
間
」

高
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て

高森町HPQRコード
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要
ら
ん
世
話
　
隣
に
や
嫁
も
　
孫
も
お
る

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
　
海
外
の
客
　
取
り
逃
が
し

庭
の
隅
　
小
綬
鶏
の
来
て
遊
び
よ
る

庭
の
隅
　
ま
だ
挽
き
臼
の
す
わ
っ
と
る

庭
の
隅
　
狸
一
家
に
　
住
み
つ
か
れ

庭
の
隅
　
花
泥
棒
も
気
が
付
か
ん

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原
　
正
成

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

霜 

月

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
　
ピ
カ
ソ
の
何
処
が
い
い
と
か
な

物
は
相
談
　
ち
ょ
こ
っ
と
ハ
ン
コ
押
し
て
く
れ

見
て
の
通
り
　
勿
体
な
い
で
こ
の
体

要
ら
ん
世
話
　
身
内
よ
り
福
祉
に
頼
る

見
て
の
通
り
　
撫
子
は
可
憐
で
強
い

箸
本
き
み
子

藤
本
　
無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺
　
雲
海

　
熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は
、
豊
富
な
資

源
を
活
用
し
た
様
々
な
試
験
研
究
や
普
及
活
動

を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
に
当
所

の
業
務
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
一

般
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
平
成
23
年
11
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

○
開
催
場
所
　
熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
３
９-

２
２
２
２

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
を

一
般
公
開
し
ま
す

多
重
債
務
者
生
活
再
生
支
援
事
業

　
多
重
債
務
者
の
問
題
は
、
家
庭
崩
壊
、
犯
罪

や
自
殺
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
に
委
託
し
、
面
談
に

よ
る
家
計
診
断
・
生
活
指
導
や
、
債
務
整
理
後

の
生
活
再
生
中
に
発
生
し
た
臨
時
的
な
生
活
資

金
に
対
す
る
貸
付
な
ど
、
債
務
整
理
か
ら
生
活

再
生
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
６-

２
４
３-

２
１
０
０

小
学
校
５
年
生
社
会
科
用
と
中
学
校
１
年
生

技
術
・
家
庭
科
用
に
副
読
本
を
配
布
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
の
小
中
学
校
に
副
読
本

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
は
社
会
科
、
中

学
校
は
技
術
・
家
庭
科
の
教
科
書
に
添
っ
た
内

容
で
、
熊
本
の
森
林
や
木
材
利
用
の
重
要
性
が

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
庁
新
館
１
階
情
報
プ
ラ
ザ
に
も
展
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
興
味
に
あ
る
方
は
一
度
閲
覧

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
林
業
振
興
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８
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